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次
に
防
災
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
維
持
す
る

た
め
、
土
地
分
類
細
部
調
査
に
基
づ
く
土

地
の
自
然
的
社
会
的
条
件
を
踏
ま
え
、

「
白
石
市
地
域
防
災
計
画
」
を
改
正
す
る

と
同
時
に
、
防
災
マ
ッ
プ
や
各
地
区
の
意

見
を
反
映
し
た
防
災
カ
ル
テ
を
作
成
し
、

防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

行
政
・
市
民
・
事
業
所
な
ど
が
一
体
と
な

っ
た
、
計
画
的
か
つ
柔
軟
な
災
害
予
防
対

策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
な
ど
の
地
震
災
害
を
予
防

す
る
観
点
か
ら
、
平
成
15
年
度
よ
り
実
施

し
て
お
り
ま
す
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業
」
お
よ
び
「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

内
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
」
に
加

え
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
木
造
住
宅
の
精

密
診
断
と
改
修
計
画
の
策
定
を
行
う
「
木

造
住
宅
耐
震
改
修
等
計
画
助
成
事
業
」、

木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
る
た
め

の「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
事
業
」

お
よ
び
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
を

促
進
す
る
た
め
、「
生
け
垣
等
設
置
助
成

事
業
」
を
実
施
し
、
安
心
し
て
暮
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
教
育
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
施
設
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
震
対
策
事
業
と

し
て
越
河
小
、
福
岡
小
学
校
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
す
べ
く
実
施
設
計
を
進

め
て
お
り
、
他
校
の
建
物
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
耐
震
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
立
図
書
館
の
一
つ
の
特
色
と

し
て
、
我
が
郷
土
白
石
の
歴
史
、
文
化
、

自
然
な
ど
に
関
す
る
文
献
・
論
文
を
収
集

し
、
郷
土
に
対
す
る
正
し
い
理
解
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
児
地
域
教
育
の
充
実
の
た
め
に

は
、
平
成
15
年
４
月
に
、
白
石
第
二
小
学

校
に
角
田
養
護
学
校
白
石
校
が
開
校
い
た

し
ま
し
た
が
、
小
学
部
卒
業
後
も
引
き
続

き
当
市
内
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

本
年
４
月
に
、
白
石
中
学
校
に
同
校
中
学

部
が
開
校
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
か
ら
仙
南
２
市
７
町
と
仙

台
都
市
圏
の
公
共
施
設
が
小
・
中
学
生
へ

土
・
日
無
料
開
放
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
完
全
学

校
週
５
日
制
や
総
合
的
学
習
の
充
実
を
図

り
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
密
着
し

た
教
育
体
制
を
目
指
し
、
引
き
続
き
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
都
市
基
盤
の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
市
街
地
全
域
を
網
羅
す
る
た
め
の
第

二
循
環
線
と
し
ま
し
て
、
都
市
計
画
道
路

「
沖
の
沢
郡
山
線
」
の
開
通
を
目
指
し
、

本
年
度
は
改
良
工
事
の
た
め
の
用
地
買
収

お
よ
び
建
物
移
転
の
補
償
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
道
路
の
載
荷
盛
土
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
新
規
の
補

助
事
業
と
し
ま
し
て
、
越
河
五
賀
地
区
に

お
い
て
「
市
道
原
線
道
路
改
良
事
業
」
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
測

量
設
計
調
査
を
は
じ
め
と
し
て
、
用
地
買

収
お
よ
び
建
物
移
転
の
補
償
、
さ
ら
に
は

一
部
改
良
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
な
ど

の
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の

利
便
性
お
よ
び
安
全
性
の
向
上
を
促
進
す

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
国
、
県
、
白
石

市
が
そ
れ
ぞ
れ
費
用
を
分
担
し
て
、
白
石

駅
お
よ
び
白
石
蔵
王
駅
構
内
に
乗
降
客
用

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
商
工
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市

が
策
定
し
た
「
白
石
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
住
民
参
加
型

で
立
ち
上
げ
た「
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」

や
地
元
商
店
街
組
合
が
積
極
的
に
行
う
、

商
店
街
活
性
化
事
業
に
対
し
て
、
十
分
計

画
を
検
討
の
上
、支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
今
年
度
は
、
旧
高
甚
跡
地
を
白
石
市

土
地
開
発
公
社
か
ら
買
い
戻
す
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
商
店
街
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
・
経
済
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
奨
励
金
の
上
積
み
を
し
、

内
容
を
充
実
し
た
本
市
独
自
の
「
再
就
職

促
進
奨
励
金
」
や
、「
緊
急
新
卒
者
雇
用

対
策
事
業
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
市

制
度
融
資
限
度
額
２
千
万
円
の
延
長
、
保

証
料
の
全
額
補
給
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。以

上
、
平
成
16
年
度
の
重
点
事
業
に
つ

い
て
は
今
ま
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
ま

す
が
、
最
後
に
産
業
廃
棄
物
問
題
に
つ
い

て
は
、
小
原
上
戸
沢
の
最
終
処
分
場
、
市

内
へ
の
不
法
投
棄
対
策
な
ど
、
今
後
も
住

民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
本
市

独
自
の
「
水
道
水
源
保
護
条
例
」
を
含
め
、

関
係
各
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
白
石
の
自
然
環
境

を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
財
産
で
あ
り
、
観
光
資

源
で
も
あ
り
ま
す
蔵
王
の
美
し
い
自
然
景

観
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
も
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
へ

の
船
出
の
年
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
文
化
の

薫
る
、
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
白
石
を

築
く
た
め
、
全
力
で
市
政
を
執
行
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
行
政
全
般
に
対
す
る
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と
い
た
し

ま
す
。
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に
つ
き
ま
し
て
も
、
森
林
施
行
計
画
に
沿

っ
た
森
林
保
安
管
理
な
ど
の
事
業
を
推
進

し
、
本
制
度
の
目
的
で
あ
る
森
林
の
育
成

に
努
め
、
環
境
保
全
お
よ
び
国
土
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
ご
み
資
源
化
施
設
「
シ
リ
ウ
ス
」
に

つ
い
て
は
、
昨
年
４
月
よ
り
本
格
稼
働
を

開
始
し
、
市
内
各
旅
館
を
は
じ
め
、
主
な

る
事
業
所
お
よ
び
山
ノ
下
、
山
根
、
沖
各

自
治
会
の
協
力
を
得
て
、
運
転
し
て
お
り

ま
す
。

本
市
の
環
境
負
荷
軽
減
の
施
策
に
関
し

ま
し
て
は
、
農
林
水
産
省
を
は
じ
め
、
全

国
か
ら
１
３
０
団
体
、
１
、
７
０
０
人
を

超
え
る
見
学
者
が
訪
れ
て
お
り
、
今
後
も

市
民
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
環
境
負
荷
の

軽
減
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
農
業
ハ
ウ
ス
で
は
、

親
子
延
べ
７
０
０
名
を
超
す
利
用
者
が
あ

り
、
前
年
に
引
き
続
き
、
小
学
校
に
よ
る

農
作
業
体
験
事
業
、
あ
る
い
は
親
と
子
の

ふ
れ
あ
い
農
園
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
食
糧
、
資
源
、
環
境
の
大
切
さ
を
一

体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
、
あ
る
い
は
親
子
で
の
環
境
意
識

の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
畜
産
農
家
に
対
し
て
、
家
畜

に
関
す
る
排
出
物
の
適
正
処
理
を
推
進
す

る
た
め
、
前
年
に
引
き
続
き
堆
肥
舎
の
施

設
改
善
を
支
援
し
、
畜
産
の
振
興
を
図
る

ほ
か
、
果
樹
、
野
菜
、
柿
の
里
構
想
の
継

続
な
ど
、
積
極
的
支
援
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

農
業
集
落
環
境
の
保
全
と
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
道
斎
川
板
木
線
の
改
良
工

事
を
は
じ
め
と
し
て
、
継
続
実
施
す
る
と

と
も
に
、
未
整
備
の
路
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
16
年
度
に
お
い
て
ふ
る
さ
と
農

道
緊
急
整
備
事
業
の
採
択
を
受
け
、
５
路

線
、
総
延
長
２
、
４
５
８
メ
ー
ト
ル
の
早

期
完
成
に
向
け
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
自
然
環
境
、
生
活
環
境

向
上
の
た
め
、
平
成
16
年
度
に
下
水
道
事

業
の
認
可
区
域
の
変
更
を
行
い
、
新
た
に

郡
山
虎
子
沢
地
区
、
大
鷹
沢
田
中
地
区
、

福
岡
長
袋
三
部
山
、
永
坂
地
区
、
福
岡
深

谷
松
田
、
南
沖
地
区
な
ど
86
・
８
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
整
備
区
域
に
加
え
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
越
河
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事

業
を
、
約
６
億
４
千
万
円
の
事
業
費
に
よ

り
、
継
続
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
と

同
時
に
、
白
石
の
文
化
を
継
承
、
発
信
し

て
い
く
た
め
の
「
生
涯
学
習
都
市
」
の
実

現
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
生
涯
学
習
活
動
は
、
学
ぶ
喜
び

と
と
も
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
通
し
て
地
域

づ
く
り
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
高
ま
り
を

み
せ
て
お
り
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
き
れ
い
な
水
に
住
む
ホ

タ
ル
が
生
き
続
け
ら
れ
る
自
然
環
境
を
後

世
に
残
す
た
め
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
整

備
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
、
豊
富

な
史
跡
、
文
化
財
を
再
認
識
し
冊
子
に
ま

と
め
継
承
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
本
市
の
豊
か

な
環
境
、
歴
史
、
文
化
の
資
源
や
、
こ
れ

ま
で
整
備
し
て
き
た
学
習
施
設
を
積
極
的

に
活
用
し
た
、
個
性
あ
る
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
生
き
が
い

や
地
域
づ
く
り
の
学
習
活
動
を
喚
起
し
、

潜
在
的
な
学
習
要
求
を
実
際
的
な
活
動
に

結
び
付
く
よ
う
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
本
市
は
、
本
年
４
月
に
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
時
を
、
全
市
民
と
と
も

に
喜
び
祝
い
、
本
市
の
新
し
い
時
代
を
創

造
す
る
契
機
と
す
る
た
め
、
昨
年
８
月
か

ら
各
種
記
念
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
予
定
し
て
い
る
記
念
事
業
は
、
４

月
１
日
に
市
制
施
行
50
周
年
を
祝
う
記
念

式
典
を
実
施
す
る
ほ
か
、
８
月
15
日
に

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
開
催
、
さ
ら
に

「
４
万
人
市
民
の
森
づ
く
り
」
の
実
施
、

「
市
民
オ
ペ
ラ
」
の
公
演
、「
白
石
の
風
景

50
選
」
お
よ
び
「
50
年
後
の
市
民
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
発
表
、
そ
し
て
50
年
の
出
来

事
を
記
録
に
と
ど
め
る
「
記
念
年
表
」
の

発
刊
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
参
画
と

参
加
を
得
な
が
ら
、
市
制
施
行
50
周
年
記

念
協
賛
事
業
と
し
て
、
市
民
自
ら
の
手
づ

く
り
に
よ
る
自
主
運
営
事
業
が
実
施
さ
れ

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
協
賛
事
業
は
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
共
感
を
呼
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

記
念
事
業
は
、「
新
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」

に
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
市
民
と
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
く
ら
し
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
べ
く
、
市
民

が
参
画
・
参
加
す
る
実
行
委
員
会
が
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
て
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を

３
月
に
策
定
い
た
し
ま
す
。こ
の
計
画
は
、

平
成
25
年
を
目
標
年
度
に
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
社
会
全
体
、
地
域
、
家
庭
、

教
育
・
学
習
、
職
場
の
５
つ
の
分
野
ご
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
目
標
を
掲
げ
、
施
策

の
方
向
、
施
策
の
項
目
、
具
体
的
な
事
業

を
示
し
ま
す
。

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
が
率

先
し
て
取
り
組
み
、
多
く
の
市
民
や
事
業

所
な
ど
の
参
画
を
働
き
か
け
て
各
種
事
業

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
意
識
の
啓
発
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲整備の進む越河地区農業集落排水事業

▲旧高甚跡地

生
涯
学
習
・
市
制
施
行
50
周
年

男
女
共
同
参
画

防
　
　
　
災

教
　
　
　
育

都
市
基
盤
整
備

商
　
　
　
工

●平成16年度施政方針




